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第５学年 道徳学習指導案 
日 時   平成２８年１１月１日（火）２校時 
対 象   ５年生 ２８名   
授業者  中川 由子 

 
１ 主題名 公共物を大切に （ C 規則の尊重 ） 
 
２ 教材名 まいごのカナリア号（「みんなのどうとく ５年」 学研） 
 
３ 主題設定の理由 
 
（１）道徳的価値について 
 第５学年および第６学年の内容の「 Ｃ 規則の尊重」は，「法やきまりの意義を理解した上で進んで

それらを守り，自他の権利を大切にし，義務を果たすこと」とある。これは，より良い社会に生きる権

利とより良い社会をつくる義務があることを知った上で，ルールを守りマナーに心がけて実行していく

ことである。この内容項目は，次のように発展していく。 

 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
   

 
あ 

                  

自分たちが社会生活をよりよいものにするためには，互いの権利を尊重し合い，自らの義務を進ん
で果たすことや公徳心をもって生活していくことが必要であると考える。 
そのために，自他に生じる規則を軽んじる弱い心を認めた上で，社会生活を送る中で必要である法

やきまりは人として守るべきものであり，それをふまえて良心に基づいたモラルを遵守できるような
意欲と態度を育てていくことが大切である。さらには，集団所属内において不都合なきまりがあれば
改善していこうという積極的な生活の向上を目指す行動ができるようにする必要がある。   

   
（２）児童について 

    １学期の道徳の時間「年老いた旅人」では，きまりにこめられた意味や思いを考えることを通して，

自分たちが決めたきまりに誇りをもって生活することの大切さについて考えさせた。また，社会科に

おける「自動車づくりにはげむ人々」では，自動車工場の敷地の工夫や作業の様子から，手順に沿っ

た仕事の重要性や，部品一つ一つの役割と組み立てに細心の注意をはらう姿勢について考えさせた。

さらに，「区界グリーンキャンプ」の宿泊学習を通して，区界高原の植物を調べながら，それらを守

るためのルールやマナーの大切さについて考えさせた。また，総合的な学習の時間の「われら，エネ

ルギー探検隊」の学習においては，地球温暖化について調べながら，二酸化炭素削減のために自分た

ちができることを考え，生活チェックを通してよりよい生活を行うための学習を行った。 

  このような指導により児童は，学校生活の中でよりよい生活を送るために，きまりやルール，特に

も代表委員会で話し合われた「正しい廊下歩行」や「あいさつ」について考え，全校の手本として行

動や呼びかけをすることが必要であるといった意識が高まった。しかし一方で，廊下歩行やあいさつ

についてのきまりやルールを守ろうと呼びかけをしながらも，時には自ら守れなかったという反省を

するなど，自分の規則を軽んじる弱さを見せる児童もいる。さらに，きまりを守らせるためには厳し

いルールを決めるべきだと考える児童もおり，何のためにきまりがあるのか，きまりの意味について

見失いがちな児童もいる。 

このような児童に対して，自分たちが社会生活をよりよいものにするためには，互いの権利を尊重

し合い，自らの義務を進んで果たすことや公徳心をもって考える心情や態度を育てることが必要であ

ると考える。 

 

 

 

中学年 

約束や社会のきまりの意

義を理解し，それらを守

ること 

高学年 

法やきまりの意義を理解

した上で進んでそれらを

守り，自他の権利を大切

にし，義務を果たすこと 

中学校 

法やきまりの意義を理解し，それらを

進んで守るとともに，そのよりよい在

り方について考え，自他の権利を大切

にし，義務を果たして，規律ある安定

した社会の実現に努めること 

低学年 

約束やきまりを守り，み

んなが使う物を大切にす

ること 
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（３）教材について 
    互いの権利を尊重し合い，自らの義務を進んで果たし，公徳心をもって考える心情や態度を育て
るために，本教材「まいごのカナリア号」では，自分の持つ規則を軽んじる心の弱さに負けることな
く，他の人の気持ちを思いやりながら，主体的に，自分の持つ良心に基づいてきまりを守っていくこ
とが，社会生活をよりよくすることにつながることを考えさせたい。そして，まちの一員としての自
覚を深めながら，進んで社会をよりよいものにし，まちを守ろうとするためにはどのようにしていっ
たら良いか自分ごととして考えさせていきたい。さらに，あえて厳しいきまりを作らずとも，一人一
人の良心をもとにしながら，住みよいまちづくりを進めていくことを考えさせていきたい。また，本
学級は，「つなぐ」を学級目標に掲げ，高学年として学校生活を歩んできているので，これからの
自分たちの生き方を問い，今後の学校生活や社会生活に結びつけていく教材として活用していきた
い。 

   
 
（４）各教科との関連 
 
    【道徳の時間】 
  
  
       （6 月 2 日）         （11 月１日）           （2 月中旬） 

  

 

 

  

   

【日常の学級経営・・・感性を育む】 

 

・常に高学年として活動することを意識付け，下級生の手本になる行い

を認め合う時間を共有する。 

・「朝の会」で一日の目標を立て，見通しをもって活動をする。「帰り

の会」で振り返りを行い，次の目標につなげる。 

・学習の振り返りなどにきまりを守ったことについて認める時間を設け，

自己肯定感を高めながらクラスみんなで守っていこうという意欲付け

をする。また，クラスをよりよいものにしようとするきまりや活動を

提案する時間を設ける。 

・歌を歌うことを大切にし，クラスの連帯感を高める。 

・教室の背面に学級目標を掲示し，「思いやる心」「たくましい心」「よ

く考える心」の内容ごとにクラスのがんばりを書き込む。 

・学級通信「つなぐ」にある「今週のきらきら」のコーナーにきまりや

ルールを守った行動などを載せる。 

【復興教育】 

 「みんなのくらしがよくなるために」 

    （復興教育資料ｐ１６，１７） 

【各教科等】 

社会科 自動車づくりにはげむ人々 

家庭科 じょうずに使おうお金と物 

総合  われら，エネルギー探検隊 

【児童会行事】 

「ボランティア活動を積極的に行おう」 

（12 月・1 月） 

【学校行事】 

 「区界グリーンキャンプ」 

（8 月 24 日・25 日） 

 「避難訓練」（9 月 22 日） 

 「市内陸上記録会」（9 月 8 日） 

 

年老いた旅人 まいごのカナリア号 これも，チェーンメール 

補充 

深化 

統合 

補充 

深化 

統合 

補充 

深化 

統合 



 

- 47 - 

 

４ 学習指導過程 

 （１）ねらい  一人一人が良心に基づきモラルをもって行動することが必要であることを理解し, より

よい社会をつくろうとする心情を育てる。  

  

 （２）展開の大要  

 
学習活動と主な発問 期待される児童の反応 指導上の留意点 

気 

づ 

く 

３ 

分 

１．公共の場におけるマナーを

守らない状況の写真を見て考

える。 

○写真を見てどう思うか発表し

よう。 

・きたなくて行きたくないと感

じる。 

・みんなきまりやマナーを守っ

てほしいと思う。 

・自分だけならいいやと思って

いるかもしれない。 

・きまりを守らなくてはいけな

い。 

・自分たちの身近な課題として理解し

ねらいとする道徳的価値へ方向付

けをするために，公共の場における

きまりに対するイメージときまり

の必要性を考えさせる写真を提示

する。（私たちの道徳「考えよう，

これからの社会とわたしたち」） 

 

深 

め 

る 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つ 

か 

む 

 

 

  

 

２２ 

分 

２．教材を読み，感想を発表し

合いながら，話し合いの方向

性を確認する。 

○教材を読んで心に残ったこと

を発表しましょう。 

 

・自転車がひどい状態で見つか

っていやな気もちになった。 

・きまりなどを作ろうとしても

お父さんがあえて取り決めを

しなかったのはどうしてか。 

・新しいカナリア号の看板を昭

夫が見ている場面がいいと思

った。 

 

・道徳的価値への方向付けをする

ために，「社会」を「まち」と

とらえ，その様子を見る昭夫に

焦点をあてることを確かめる。 

・主体的に考えようとする意識を 

高めさせるために，教材の感想

を発表させる。 

 

 
３．教材を通して集団や社会と
の関わりで，規則の尊重につ
いて話し合う。 

 
①汚れた自転車を見て昭夫は
何を考えたでしょう。 

 
 
 
 
 
②きまりを作らずにカナリア
号の貸し出しを続けたお父
さんを昭夫はどう思ったで
しょう。 

 
 
 
 
 
 
 
❸新しい看板を見て，昭夫は
どんなことを考えたのでし
ょう。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

・ひどいことをする人がるものだ。 

・どうせ人の物だと考えているに 

ちがいない。 

・だめなことを平気でしている。 

 

 
 
・また同じ事が続くといやだな。 

・どうしていやな思いをしている 

のに続けるのだろう。 

・いけないことをすることを我慢 

 してほしい。 

・自分のことばかりを考える社会 

 にはきびしくしていかなくてい 

いのか。 

 

 

 

・どうかうまくいきますように。 

・お父さんの気もちがまちの人に 

 伝わってほしい。 

・自分もみんなの物を使う時は大 

 事にしよう。 

・これがうまくいくといいまちに 

なる。 

 

 

 
 
 
 
 
・自他の規則を軽んじる心の弱
さについて考えさせるために
実際に公共物を借りたときに
どんな扱いをしがちになるか
自分の体験と重ね合わせるよ
うに補助発問で促す。 
 

・多角的な見方を引き出し価値に
せまらせるためにあえてきまり
を作ろうとしないお父さんの思
いを強調する補助発問をする。  

 
 
 
 
 
 
 
・友だちの考えを聞きながら自分
の考えを深めさせるためにグル
ープで話し合う時間を設ける。 

 

・よりよいまちをつくろうとする
意識をもって取り組み続ける思
いを強調するために，板書から
父の考えを抜き出す。 

「よりよいまち」とはどんなまちか考えよう。 
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広 

げ 

る 

15 

分 

４．これからの生活を考える。 

○あなたにとっての「よりよい

まち」はどんなまちだと思い

ますか。 

・めんどうだと感じても，共にす

む人のことを考えて行動できる

社会。 

・やらされるのではなく，自分の

もつ良心を大事にして同じ気も

ちで行動をする社会。 

 

 

・自分の今までの行動やそのとき 

の気持ちを振り返らせるために

ねむの木ノートに自分の経験や

よいまちの条件を記述させる。 

ま 

と 

め 

る 

５ 

分 

５．教師の説話を聞く。 

○たくさんの人の思いが集ま

った詩を紹介します。 

 

・みんなで協力してよりよい明日

を作り上げているのだ。 

・自分たちも同じ気もちで，自分

から進んでまちを守り，作って

いきたい。 

・良心をもとに行動することの美し

さや，さわやかさを感じ取らせら

せるために，よりよい明日をつく

ろうという気もちが伝わる詩を

紹介し，自分だけでなくたくさん

の人たちがよりよいまちである

ことを願っていることを感じ取

らせる。 

 



（３）教材の吟味 

ねらい 一人一人が良心に基づきモラルをもって行動することが必要であることを理解し, よりよい社会をつくろうと 

      する心情を育てる。  

      

 

 

 

 

 

  

 

                                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

資料名「まいごのカナリア号」 

出典 わたしたちのどうとく ５年 学研 

 

 

  

 

 

       

                                                       

                                                        

                                                          

良心にうったえる方法を選んだ

お父さんの姿を見て，昭夫が祈っ

ている場面。 

お父さんがあえて取り決めを作ら

ず，貸し出しを続けた場面。 

由貴奈ちゃんが亡くなる４ヶ月

前。 

出来あがった詩を誇らしそうに

している。 

 

場
面 

自分たちの

生きる社会 

・新しい看板が下がっていた。 

・相手の目を見る。 

・カナリアの形の木札を下げて

おく。 

・良心にうったえる方法。 

・心の中でいのっていた。 

・有料に。 

・利用のきまりを作る。 

・会員制，会費を取る。 

 →父は，がんこに首をふった。 

状 
 

況 

・なかなか見つからない。 

・せまい道に横たえられたま

ま，塗装がはがれている。 

・父は悲しそうな顔。 

 

 

場 
 

面 

無料貸し出しした自転車が，せま

い道に横たえられ，塗装がはがれ

た状況で見つかった場面。 

気付き 

 

主
人
公
の
心
の
動
き 不信感 

不 安 

 

不 安 

怒 り 

公 徳 心 

 

良  心 
期 待 
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　住んでいて良かったと思える社会をつくっていくには, どうすれ
ばよいかを考え, 進んできまりを守ろうとする態度を育てる。

年老いた旅人(東京書籍）

　社会生活をよりよくするために公徳心が大切であることを
自覚する子ども

法やきまりの意義を理解した上で，進んでそれらを守り，自他の
権利を大切にし，義務を果たすこと。

　社会で生きる一人として, 守らなくてはならないことやしてはいけないこと
を自覚し, 実行する子ども

①理科
単元名　「人のたんじょう」
 へその緒を通して成長に必要な養分を取り入れている  ことを理
解し命の尊さ，神秘さを学ぶ。

②音楽
単元名　「曲想を味わおう」
　「ハンガリー舞曲」や「キリマンジャロ」等世界の音楽に触れること
で，世界は日本と温かく交流していることを知る。

規則の尊重　　

①児童会行事
 「第３回誕生集会」
 今年度最後の誕生集会にあたり学級全員が１１歳になったことを
祝い,  お互いにメッセージカードを贈る。

②児童会行事
「六年生を送る会」
　児童会のリーダーとして，学級みんなで力を合わせて会を成功さ
せる。

命（学研）

　生命あるものすべてに対して，かけがえのないものとして尊重し，大切にしようと
する心情を育て，進んで自他の命の大切さについて考える態度を育てる。

母とながめた一番星（学研)　自他の生命を尊重して（私たちの道徳３－
（１））

生命の尊さを理解し，力強く生きようとする態度を育てる。

　生命あるものすべてに対して，かけがえのないものとして尊重
し，大切にしようとする子ども

これも，チェーンメール（東京書籍）

 法やきまりの意味をよく考え理解し，これらを守ろうとする態度を育てる。

①学校行事
 「心の授業」
 　３月１１日の震災を思い起こし, 今を生きる自分たちにで
きること「守るべきこと」「ボランティア」「マナー」について考
える。

②社会科
「広がる情報ネットワーク」　「ネット安全教室」
　インターネットの利用の仕方や様々な情報源から正しく情
報を得る方法を知る。安全に情報機器を使い，充実した生
活を送れるよう学習する。

①学校行事
「運動会」
係活動の中で, ６年生を支え, ４年生に教えるという立場で
きまりの意味を考え実行する。
②総合的な学習
「自然はみんなの宝物」　区界に生息する植物や動物につ
いて調べ, それらを守るためのルールやマナーについて考
える。

　マナーやエチケットの重要性を感じながら, 社会生活の中
での自分の権利や義務を考える子ども

まいごのカナリア号（学研）

  よりよい社会をつくっていくには, 一人一人がモラルをもって行動すること
が必要であることを自覚し, 人や社会を大切にする態度を育てる。

①学校行事
「区界グリーンキャンプ」
 　区界に生息する植物について観察し, 動物が生きる場所
について体感し, この場所を大切にする気持ちを育てる。

②総合的な学習
単元名　「われら, エネルギー探検隊」
　地球温暖化について調べ, CO2削減のために自分たちが
できることを考え, 生活チェックをする。

　どんな困難に遭遇しても，自分の可能性を信じて困難を克服し生き抜き, また命
を大切にしている人を敬い, 共に生きる子ども

主題・資料名
・出典名 ヘレンと共に -アニー・サリバン- （私たちの道徳）

目指す子ども像

道徳の時間

ねらい

　生きている間は最後まで前向きに生きようと考え, 自分の夢はもちろん,
人のためにつくすことの素晴らしさを感じ, 実行する子ども

三学期

　困難や失敗にくじけることなく, 常に希望をもって理想に向かって, 自分
や人のため, 社会のために前進しようとする強い意志を育てる。

①音楽
　「みんなで楽しく」
  「ぼくにできること」の歌を通して歌詞の意味を捉え, 身近な人に
ついて考える機会とする。

②特別活動
　「金管バンドの引き継ぎ」
  河北小学校の伝統を受け継ぐために, 自分の楽器のパート練
習を一生懸命行い, みんなと合わせる喜びや伝統を受け継ぐ大
切さを感じ取る。

目指す子ども像

主題・資料名
・出典名

二学期

その日まで, 少しでも前向きに生きたい（学研）
道徳の時間

各
教
科
と
の
関
連

①社会
　　単元名「工業生産を支える人々」
　自動車工場はいわゆる組み立て工場である。関連工場である
部品工場の協力がなければ成り立たない。支える人々の努力と
日本一を目指す車づくりにかける思いを学ぶ。

②学校行事
　　「区界グリーンキャンプ」
　岩神山登山や友達との宿泊を通して困ったり, あきらめたくなっ
たりする気持ちが湧いてきても, くじけたり弱音をはいたりせずに
協力をして頑張る気持ちを育てる。

各
教
科
と
の
関
連

一学期

5 推進計画1(重点内容項目）

生命の尊さ

生命がかけがえのないものであることを知り，自他の生命を尊重
すること。

「生きているからこそ」できることについて考え，かけがえのない命
を大切にしようとする子ども

　様々な生き方に関心をもち, 計画的に努力目標を立て, く
じけずに希望と勇気をもって取り組むこと。

　希望をもつ大切さや挫折感を克服する人間の強さについ
て考え, 強い意志と実行力をもつ子ども

学期

主題・資料名
・出典名 いつも全力で～首位打者イチロー（東京書籍） クマのあたりまえ（東京書籍）

重点内容項目

　　　　　　　　希望と勇気, 努力と強い意志

目指す子ども像

道徳の時間

各
教
科
と
の
関
連

ねらい
自分ができることを最後まで全力を尽くしてやり抜こうとする心情を育て
る。

生きていることの喜びを感じながら，かけがえのない命を，大切に自分自
身で守っていこうとする心情を育てる。

①音楽
   単元名　「旋律の重なりに気をつけて合唱しよう」
　 命の尊さや生き抜いていく人たちを考えて「いつでもあの海は」
を歌う。
 
②家庭科
   単元名　「はじめてみよう　ソーイング」
　 自分や家族のネームプレートを作る。

ねらい

　生きている間は最後まで前向きに生きようと考え, 夢を近づける前向き
な実行力をもつ子ども

　計画的により高い目標を立て, 困難や失敗にくじけることなく, 常に希望
をもって理想に向かって前進しようとする強い意志を育てる。

①国語
　単元名「百年後のふるさとを守る」
　伝記を読んで，自分の生き方について考える。浜口儀兵衛を尽
き動かしたものは，自 らをはぐくんだ共同体が崩れゆくのをくいと
めたいという強い思いである。自分が属する共同体に，真剣に，
主体的に関わることを考える。

②社会
　単元名「食料生産を支える人々」
　生きがいをもって農業を続けている人々の生きざまに触れる。
日本で昔から 大切にしてきた農村の姿や，後継者を育成する努
力について学ぶ。
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天気の変化 いろいろな音のひび
きを味わおう

切ったねん土の形か
ら

わたしと家族の生活 体ほぐしの運動１・
体力を高める運動１

自然はみんなの宝
物
・区界の植物を調べ,
それらを守るための
ルールやマナーにつ
いて考える

Ｌｅｓｓｏｎ１
　Ｈｅｌｌｏ！
　Ｌｅｓｓｏｎ２
　Ｉ’ｍ　ｈａｐｐｙ．

和音の美しさを味わ
おう
曲想を味わおう

流れる風をつかまえ
て

じょうずに使おうお金
と物

体ほぐしの運動２・
体力を高める運動２

われら, エネルギー
探検隊
・地球温暖化につい
て調べ，CO2削減の
ために自分たちが出
来ることを考え，生
活チェックをする。

Ｌｅｓｓｏｎ５
Ｗｈａｔ　ｄｏ　ｙｏｕ　　ｌｉｋｅ？

整数の性質を調べ
よう

台風と天気の変化

ふりこのきまり 日本と世界の音楽に
親しもう

見える見える！遠く
に, 近くに

家族とほっとタイム 体ほぐしの運動３・
体力を高める運動３
けがの防止

めざせ！エコライフ
・エコに関わるポス
ターを作成し，ルー
ルやマナーにつて考
える。

Ｌｅｓｓｏｎ９
Ｗｈａｔ　ｗｏｕｌｄ　　ｙｏｕ　ｌｉｋ
ｅ？

規
則
の
尊
重

1

年老いた旅人（東京書籍） 入学式
交通安全教室
避難訓練
運動会
市内球技大会

絆募金
正しい廊下歩行を
心がけよう（５月）

＜いきる＞
多くの命を救っ
た防災無線

見立てる
生き物は円柱形
きいて，きいて，きい
てみよう

自然条件と人々のく
らし
米づくりのさかんな
地域

整数と小数
変わり方を調べよう

3

これも，チェーンメール
　　　　　　　　　（東京書籍）

心の授業
卒業式

絆募金
六年生を送る会
六年生を送る会を
成功させよう（２月）

＜そなえる＞
正確な情報の
発信・収集・判
断

すいせんします
複合語

広がる情報ネット
ワーク
情報を生かすわたし
たち

正多角形と円周の
長さ

2

まいごのカナリア号（学研） 市内陸上記録会

市内水泳記録会

避難訓練
区界グリーン
キャンプ

絆募金
ボランティア活動を
積極的に行おう（１
２・１月）

＜いきる＞
みんなのくらし
がよくなるため
に

次への一歩
　　　ー活動報告書
明日をつくるわたし
たち
天気を予想する

自動車づくりにはげ
む人々
世界とつながる日本
の工業工業の今と
未来

推進計画２　（学級における道徳指導計画一覧）

重
点

学
期

道徳の時間
・道徳副読本
・私たちの道徳

学校諸行事
児童会行事
学級活動

斜体は児童会目標

復興教育
「いきる」

「かかわる」
「そなえる」

国語 社会 算数

いろいろな音のひび
きを味わおう

切ったねん土の形か
ら
糸のこドライブめざ
せ, ローラーの達
人！

かたづけよう身の回
りの物
やってみよう家庭の
仕事

短距離走・リレー
ベースボール型
走り高跳び　　　跳び
箱運動　　クロール・
平泳ぎ１

自然はみんなの宝
物
・興味をもったテーマについ
て調べたい課題を見つける
・図書館やパソコンの資料
をもとに, 課題について調べ
る

Ｌｅｓｓｏｎ３
Ｈｏｗ　ｍａｎｙ？

外国語
活動

1

いつも全力で
～首位打者イチロー（東京書
籍）

始業式
運動会
市内球技大会

なかよしＴ
元気に大きな声で
あいさつをしよう（４
月）　運動会を成功
させよう（５月）
さしすせそうじに取
り組もう（７月）

＜生きる＞
三陸鉄道のた
たかい

新聞を読もう次への
一歩
百年後のふるさとを
守る
広がる, つながる, わ
たしたちの読書

日本は世界のどこに
ある？　日本の地形
と気候
自然条件と人々のく
らし
米づくりのさかんな
地域

直方体や立方体の
体積
比例
小数のかけ算
小数のわり算
合同な図形

天気の変化

理科
生活

音楽 図工 家庭
保健
体育

総合的
な学習

Ｌｅｓｓｏｎ６
Ｗｈａｔ　ｄｏ　ｙｏｕ　ｗａｎｔ？

Ｌｅｓｓｏｎ７
Ｗｈａｔ’ｓ　ｔｈｉｓ？

3

ヘレンと共に
－ア二―・サリバン－（文科
省）

スキー教室
卒業式

なかよしＴ
六送会
金管バンドの引き
継ぎ
１年のまとめをし,
卒業・進級しよう（３
月）

＜かかわる＞
高校生が地域
にかかわる

想像力のスイッチを
入れよう
見るなのざしきすい
せんします

森林を守る人々

自動車づくりにはげ
む人々
世界とつながる日本
の工業工業の今と
未来

偶数と奇数, 倍数と
約数
単位量あたりの大き
さ
図形の角
四角形と三角形の
面積

流れる水のはたらき
物のとけ方

和音の美しさを味わ
おう

ビー玉, 大ぼうけん
クルリンげきじょう
流れる風をつかまえ
て

じょうずに使おうお金
と物

2

その日まで, 少しでも前向きに
生きたい　（学研）

区界グリーン
キャンプ
市内陸上記録会

市内水泳記録会
県学習状況調査
校内マラソン大会

なかよしＴ
マラソン大会に向
けて心と体をきたえ
よう（１０月）
進んで読書に取り
組もう（１１月）

＜生きる＞
1年間やり切っ
た入浴支援

明日をつくるわたし
たち
天気を予想する
グラフや表を用いて
書こう
分かりやすく伝える

心の授業
卒業式

祖父母参観
避難訓練
感謝集会

入学式
交通安全教室
一迎会
避難訓練
ＪＲＣ登録式

第1回誕生集会
絆募金
歌声を響かせよう
（６月）

第２回誕生集会
絆募金
しっかり食べよう
（８・９月）
ボランティア活動を
積極的に行おう（１
２・１月）

第３回誕生集会
絆募金
六年生を送る会
六年生を送る会を
成功させよう（２月）

めざせ！エコライフ
・冬休み中の「エコ実
践」について発表す
る

Ｌｅｓｓｏｎ８
Ｉ　ｓｔｕｄｙ　Ｊａｐａｎｅｓ
ｅ．

希
望
と
勇
気
・
努
力
と
強
い
意
志

1

2

3

生
命
の
尊
さ

クマのあたりまえ（東京書籍）

母とながめた一番星（学研）
　　　　　　　　　　　　　　３－（１）
自他の生命を尊重して（文科
省）

命（学研）

百分率とグラフ
正多角形と円周の
長さ
角柱と円柱

電流が生み出す力 心をこめて表現しよ
う「みんなで楽しく」

見える見える！遠く
に, 近くに

じょうずに使おうお金
と物
寒い季節を快適に
５年生の学習をふり
返り, ６年生の学習
へ

マット運動　　　ゴー
ル型

クロール・平泳ぎ２
ハードル走　　走り
高跳び　　ハードル
走　　走り幅跳び
鉄棒運動　　　ネット
型

われら, エネルギー
探検隊
・自分たちの暮らし
の中の身近なエネ
ルギーについて話し
合う

水産業のさかんな地
域
野菜づくりのさかん
な地域
岩手町のキャベツづ
くり

果物づくりのさかん
な地域
肉牛飼育のさかんな
地域
これからの食料生産
情報を伝える人々

広がる情報ネット
ワーク
情報を生かすわたし
たち
自然災害とともに生
きる
生活環境を守る
人々

分数のかけ算とわり
算
ごみの減量と二酸化
炭素の量

整数と小数

分数と小数, 整数の
関係
分数のたし算とひき
算

＜かかわる＞
三人の絆

＜かかわる＞
二人二脚二輪
 
＜そなえる＞
防災を高めよう

＜かかわる＞
地域のみんな
で助け合う
　
＜そなえる＞
日本の主な災
害

ふるさと
あめ玉
見立てる
生き物は円柱形
古典の世界
千年の釘にいどむ

大造じいさんとガン
古典の世界

わらぐつの中の神様
一まいの写真から
六年生になったら

春を感じて
「かくれんぼさん」を
さがせ！

「そのば」くん登場
自然の中で感じたこ
とを・・・

伝えたい気持ちを箱
につめて

家族とほっとタイム

わくわくミシン
食べて元気に

わたしと家族の生活
はじめてみようクッ
キング
はじめてみようソー
イング

植物の発芽と成長
魚のたんじょう

台風と天気の変化
人のたんじょう

ふりこのきまり

ゆたかな歌声をひ
びかせよう「旋律の
重なりに気をつけて
合唱しよう」

曲想を味わおう
詩と音楽を味わおう

日本と世界の音楽に
親しもう

Ｌｅｓｓｏｎ１
Ｈｅｌｌｏ！
　Ｌｅｓｓｏｎ２
　Ｉ’ｍ　ｈａｐｐｙ．

Ｌｅｓｓｏｎ４
　Ｉ　ｌｉｋｅ　ａｐｐｌｅｓ.

　Ｌｅｓｓｏｎ５
　Ｗｈａｔ　ｄｏ　ｙｏｕ　　ｌｉｋｅ？

Ｌｅｓｓｏｎ９
Ｗｈａｔ　ｗｏｕｌｄ　ｙｏｕ　ｌｉｋ
ｅ？

体ほぐしの運動１・
体力を高める運動１
心の健康

体ほぐしの運動２・
体力を高める運動２
表現・フォークダンス

体ほぐしの運動３・
体力を高める運動３
けがの防止

自然はみんなの宝
物
・区界の植物を調べ,
小さな命の偉大さに
気付く

われら, エネルギー
探検隊
・「５年河北エコ発信
隊」を組織し, 「エコ
活動」を行う

めざせ！エコライフ
・「めざせ！エコライ
フ」発表会を開き, レ
ポートのコピーを４年
生にプレゼントする
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６ 
板
書
計
画 

  
 
 
 
 
 

ま
い
ご
の
カ
ナ
リ
ア
号 

  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

・
だ
め
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
急
い
で
い
て
返
す
の
が
め
ん
ど
う 

 

・
貸
し
た
く
な
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
ど
う
せ
人
の
も
の
だ
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
罰
は
な
い
か
ら 

  

き
ま
り
を
作
っ
て 

き
び
し
く
す
れ
ば
・
・
・
。 

   

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
お
互
い
に
人
の
こ
と
を
考
え
て
生
活
し
て
ほ
し
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
「
あ
り
が
と
う
」
が
広
が
る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
い
け
な
い
こ
と 

→ 

が
ま
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
自
分
の
こ
と
だ
け
を
考
え
な
い
社
会
に 

           

 

み
ん
な
で
守
り
た
い 

 

お
互
い
に 

同
じ
気
も
ち
で 

共
に
住
む
人
の
こ
と
を
考
え
て 

   

「
よ
り
よ
い
ま
ち
」
と
は
ど
ん
な
ま
ち
か
考
え
よ
う
。 

汚れたカナリア号 

       の絵 

汚
れ
た
カ
ナ
リ
ア
号 

貸
し
た
人
（
昭
夫
た
ち
） 

借
り
た
人 

がんこに首を振る 

   お父さんの絵 

と
ん
で
も
な
い
。
人
間
の
善
意
に 

わ
く
を
作
る
の
は
よ
く
な
い
こ
と

だ
。 新しい看板を出し

てカナリア号を貸

し出す絵 

カ
ナ
リ
ア
号
を
利
用
し
た
い
人
は
，
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
店
に
か
ぎ
が
あ
り
ま
す
。 

・
ど
う
か
う
ま
く
い
き
ま
す
よ
う
に
。 

・
お
父
さ
ん
の
気
も
ち
が
伝
わ
っ
て
ほ
し
い
。 

・
自
分
も
み
ん
な
の
も
の
を
大
事
に
し
よ
う
。 

・
う
ま
く
い
く
と
い
い
気
も
ち
に
な
る
と
思
う
。 

気付き 良心 

よ
り
よ
い
ま
ち
に 

公徳心 
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